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　年明け早々体調を崩しております。保育園でもらい、子供がまず罹患するのですが、も
れなく私も罹患します。看病するので危険性が高いとはいえ、２人の子供に２週間おきに
別々の病気をもらってしまい落ち込んでいます。免疫力アップによいものがあれば、何で
も試しますので是非教えて頂きたいと思います。                                       （長瀧　俊一）

【本店】

【上五島支店】

〒853-0041　長崎県五島市籠淵町2450
TEL 0959（72）8211　FAX 0959（74）5266

〒857-4404　長崎県南松浦郡新上五島町青方郷355-7
TEL 0959（52）2417　FAX 0959（43）1955

事前相談受け付けております。 住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～19時（4月～9月）
　　　　　9時～18時30分（10月～3月）
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日限定バイキング　11時～15時
　料金　大人：1,200円　子ども：650円（小学生以下）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

JA ごとう岐宿給油所閉店のご案内について

お客様　各位

ＪＡごとう岐宿給油所は施設の老朽化等、諸般の事情により

令和５年３月１０日をもって閉店させて頂きます。

永年のご愛顧、誠にありがとうございました。

給油所は閉店となりますが、閉店後の対応は西部給油所に

て行いますので、今後ともＪＡ事業への変わらぬご愛顧をよろ

しくお願いします。

西部給油所     五島市岐宿町中嶽1948-1     TEL  83-1756

子牛初せり

飼料価格高騰の影響色濃く

高菜収穫ピーク
加工所もフル稼働

～お詫びと訂正～
広報誌 1 月号の記事に誤りがありました。お詫びして訂正致します。
9 ページ高菜目揃え会の記事 13 行目　（誤）約 44 ㌃　（正）約 44 ㌶

令
和
四
年
度 

第
十
回
理
事
会

令
和
五
年
一
月
二
十
七
日
㈮
開
催

議
案
事
項

1 次
第

報
告
事
項

2 議
案
№
１
　
取
引
の
リ
ス
ク
評
価
書
定
例
改
正
に

つ
い
て
　
　  ※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
２
　
借
入
金
及
び
貸
付
金
の
審
査
に
つ
い

て 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
３
　
就
業
規
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
４
　
総
代
選
挙
要
領
（
案
）
に
つ
い
て

 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
５
　
役
員
選
任
要
領
（
案
）
に
つ
い
て

 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
６
　
県
有
財
産
一
般
競
争
入
札
に
係
る
入

札
書
の
提
出
に
つ
い
て

 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
事
項
　
そ
の
他

報
告
№
１
　
令
和
四
年
度
第
３
四
半
期
子
会
社
の

営
業
実
績
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
①（
株
）Ｊ
Ａ
ご
と
う
葬
祭

　
　
　
　
　
②（
株
）Ｊ
Ａ
ご
と
う
食
肉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
③（
株
）Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
ご
と
う

報
告
№
２
　
主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に
つ
い
て

報
告
№
３
　
主
要
事
業
十
二
月
末
計
画
と
実
績
に

つ
い
て

報
告
№
４
　
産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
十
二

月
末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
５
　
令
和
四
年
十
二
月
末
食
肉
販
売
実
績

に
つ
い
て

報
告
№
６
　
令
和
四
年
十
二
月
〜
一
月
期
県
内
家

畜
市
場
市
況
に
つ
い
て

報
告
№
７
　
令
和
四
年
度
第
３
四
半
期
内
部
監
査

の
実
施
状
況
に
つ
い
て

報
告
事
項
　
そ
の
他
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飼
料
価
格
高
騰
の
影
響
色
濃
く

令
和
５
年
　初
せ
り

　
令
和
五
年
の
初
せ
り
を
一
月
十
三
日

と
十
四
日
、
五
島
家
畜
市
場
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
せ
り
に
は
生
産
者
一
九
六
戸

が
六
七
四
頭
（
子
牛
六
一
九
頭
、
成
牛

五
五
頭
）
を
上
場
。
今
年
一
年
を
占
う

初
せ
り
と
あ
っ
て
生
産
者
は
期
待
を
込

め
て
見
守
り
ま
し
た
。

　
二
日
間
の
子
牛
の
平
均
価
格
は
前
回

比
一
〇
・
一
％
安
の
五
七
万
二
六
〇
円

と
な
り
飼
料
価
格
高
騰
の
影
響
が
顕
著

に
表
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

厳
し
い
の
は
購
買
者
も
同
じ

　
こ
の
結
果
に
生
産
者
か
ら
は
「
思
っ

た
以
上
に
価
格
が
下
が
り
驚
い
た
」
と

す
る
一
方
で
「
前
回
十
一
月
の
せ
り
の

回
復
基
調
に
加
え
て
、
初
せ
り
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
少
し
は
期
待
し
て
い
た

の
で
残
念
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
購
買
者

の
方
々
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
い
う

こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。
購
買
者

あ
っ
て
の
我
々
で
す
か
ら
、
去
年
の
今

頃
迄
あ
れ
だ
け
高
値
で
買
っ
て
い
た
だ

い
て
い
た
購
買
者
に
対
し
て
も
今
度
は

我
々
繁
殖
農
家
が
更
に
経
営
改
善
に
努

め
て
こ
の
苦
境
に
耐
え
て
頑
張
っ
て
い

く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
き
っ
と
ま
た

良
い
時
が
来
ま
す
。」
と
前
向
き
な
話

も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
相
場
下
落
と
飼
料
価
格
高
騰

の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
ロ
シ
ア
・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
の
早
期
解
決
を
願
う
声
も

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　充
実
し
た
骨
格
の
子
牛
を

　
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
は
「
全
体
的
に
小
柄

で
体
重
が
軽
い
子
牛
が
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。
購
買
者
の
方
々
は
体
重
が
重
い

だ
け
の
牛
は
求
め
て
い
ま
せ
ん
。
骨
格

が
充
実
し
た
増
体
が
見
込
め
る
牛
を
求

め
て
い
ま
す
。
子
牛
の
骨
格
の
出
来
は

出
生
後
す
ぐ
に
決
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
特
に
出
産
前
二
か
月
間
は
母
牛

へ
十
分
な
栄
養
を
与
え
骨
格
の
大
き
い

子
牛
の
生
産
に
努
め
て
頂
き
、
合
わ
せ

て
こ
の
時
期
の
寒
さ
対
策
も
行
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し

た
。

令和５年１月期せり市成績表（子牛） ※税込、落札価格のみ税抜

性別 売却 落札価格 最高価格 平均価格 kg単価 平均体重 前回比
メス
去勢
合計

121,878,000円
197,986,000円
319,864,000円

1,005,400円
1,046,100円
1,046,100円

284頭
335頭
619頭

475,411円
650,103円
570,260円

1,786円
2,283円
2,064円

266kg
285kg
276kg

86.9％
92.3％
89.9％

子牛せり価格推移（令和３年１月～令和５年１月）
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R3.1 R3.3 R3.6 R3.7 R3.9 R3.11 R4.1 R4.3 R4.5 R4.7 R4.9 R4.11 R5.1

メス 去勢 平均

（円）

2022年2月24日
ロシアによるウクライナ侵攻
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3年ぶりの開催で会話が弾む会場 各関係者による鏡開き

育苗ポットに一粒ずつ丁寧に蒔いていきます。

ＭＶＭ商事向けかぼちゃの種『くり大将』

　
一
月
十
三
日
、
五
島
市
浜
町
の
ホ
テ
ル
「
カ

ラ
リ
ト
」に
て
、三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る「
令

和
五
年
購
買
者
へ
の
感
謝
の
集
い
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
同
会
は
購
買
者
へ
の
感
謝
を
示

す
意
味
合
い
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
繁
殖
農

家
、
関
係
機
関
な
ど
も
一
堂
に
会
し
て
会
食

を
行
う
こ
と
で
、
購
買
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
確
立
し
、
今
後
の
子
牛
生
産
に
役

立
て
る
た
め
の
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
も
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
三
年
、

四
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

や
む
を
得
ず
中
止
と
な
っ
て
い
た
同
会
。
久

し
ぶ
り
の
開
催
と
あ
っ
て
、
あ
い
に
く
の
雨

模
様
で
し
た
が
、
多
く
の
出
席
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
家
永
組
合
長
は
「
様
々
な

世
界
情
勢
の
影
響
を
受
け
、
繁
殖
農
家
、
購

買
者
共
に
非
常
に
厳
し
い
状
況
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
皆
さ
ま
に
満

足
頂
け
る
よ
う
な
子
牛
の
上
場
、
セ
リ
の
開

催
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
と
し
て
の
役
目
を
し
っ
か
り

と
発
揮
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
挨

拶
し
、
購
買
者
へ
の
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し

た
。

　『
ほ
め
ら
れ
か
ぼ
ち
ゃ
』
で
Ｊ
Ａ
が

産
地
化
を
目
指
す
か
ぼ
ち
ゃ
の
苗
作

り
が
大
浜
の
育
苗
施
設
で
始
ま
り
ま

し
た
。

　
一
月
十
六
日
、
ハ
ウ
ス
内
で
は
、

土
が
入
れ
ら
れ
た
ポ
ッ
ト
と
呼
ば
れ

る
苗
を
育
て
る
容
器
に
一
粒
ず
つ
種

を
蒔
く
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
準
備
さ
れ
た
ポ
ッ
ト
は

約
八
、〇
〇
〇
鉢
。
品
種
は
、Ｍ
Ｖ
Ｍ

商
事
向
け
『
ほ
め
ら
れ
か
ぼ
ち
ゃ
』

の
『
く
り
大
将
』
を
は
じ
め
、
一
般

青
果
用
と
し
て
栽
培
さ
れ
る
『
く
り

将
軍
』
や
『
え
び
す
』、『
こ
ふ
き
』

な
ど
で
、
他
に
き
ゅ
う
り
の
種
も
蒔

か
れ
ま
す
。

　
種
蒔
き
は
、
三
月
上
旬
ま
で
六
回

に
分
け
て
続
き
、
か
ぼ
ち
ゃ
で
約
四

五
、〇
〇
〇
鉢
の
苗
を
仕
立
て
る
計
画

で
す
。
発
芽
し
た
苗
は
、
一
か
月
ほ

ど
の
育
苗
期
間
を
経
て
生
産
者
に
届

け
ら
れ
ま
す
。

五島市葉たばこ生産組合
道脇実喜夫組合長

水と混ぜられる葉たばこの種子。
あまりに小さいため肉眼では判別が困難です。

　
西
九
州
た
ば
こ
耕
作
組
合
は
一
月

二
十
三
日
、
令
和
五
年
産
葉
た
ば
こ

の
播
種
祭
を
開
き
ま
し
た
。

　
大
浜
の
育
苗
施
設
で
は
、
早
朝
か

ら
耕
作
者
を
は
じ
め
Ｊ
Ａ
や
五
島
市

の
関
係
者
が
集
ま
り
豊
作
を
祈
願
し

た
後
、
種
蒔
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
葉
た
ば
こ
の
種
蒔
き
の
方
法
は
一

般
の
作
物
と
は
違
い
独
特
。
一
粒
の

種
の
大
き
さ
は
〇
・
五
ミ
リ
ほ
ど
、

重
さ
も
五
〇
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
（
一

〇
万
分
の
五
グ
ラ
ム
）
と
微
細
で
あ

る
た
め
、
手
に
取
っ
て
蒔
く
こ
と
が

難
し
く
、
風
の
あ
る
屋
外
で
は
す
ぐ

に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
昔
か
ら
種
を
水
と
混
ぜ
て

ジ
ョ
ウ
ロ
で
蒔
く
方
法
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
に
並
ん
だ
育
苗
箱
の
数
は

三
、
三
六
九
箱
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の

箱
に
蒔
く
種
の
量
は
重
さ
に
し
て
全

部
で
わ
ず
か
三
八
二
グ
ラ
ム
。
両
側

か
ら
種
が
全
体
に
行
き
渡
る
よ
う

ジ
ョ
ウ
ロ
を
振
っ
て
蒔
い
て
い
き
ま

し
た
。

　
種
は
五
日
か
ら
六
日
で
発
芽
し
、

施
設
で
二
十
日
間
ほ
ど
育
て
ら
れ
各

耕
作
者
に
配
分
。
二
週
間
後
の
三
月

上
旬
に
は
圃
場
に
植
え
付
け
ら
れ
ま

す
。

　
収
穫
は
、
五
月
の
連
休
頃
に
始
ま

り
七
月
下
旬
ま
で
続
き
ま
す
。

　
昨
年
は
台
風
な
ど
の
影
響
も
な

く
、
販
売
代
金
四
億
二
、〇
四
七
万

円
。
一
〇
ア
ー
ル
当
り
の
重
量
も
二

六
八
キ
ロ
と
収
量
品
質
と
も
に
上
々

だ
っ
た
葉
た
ば
こ
。
今
年
は
耕
作
者

四
〇
戸
で
約
七
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作

付
け
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
五
島
市
葉
た
ば
こ
生
産
組
合
の
道

脇
実
喜
夫
組
合
長
は
、
播
種
祭
を
迎

え
「
社
会
的
に
も
タ
バ
コ
を
取
り
巻

く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
一
方
で
す

が
、
今
年
も
事
故
無
く
、
台
風
無
く
、

葉
の
一
枚
残
ら
ず
収
穫
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

事
故
無
く
台
風
無
く
一
枚
残
ら
ず

葉たばこ播種祭
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3年ぶりの開催で会話が弾む会場 各関係者による鏡開き

育苗ポットに一粒ずつ丁寧に蒔いていきます。

ＭＶＭ商事向けかぼちゃの種『くり大将』
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催
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の
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催

し
ま
し
た
。
同
会
は
購
買
者
へ
の
感
謝
を
示

す
意
味
合
い
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
繁
殖
農

家
、
関
係
機
関
な
ど
も
一
堂
に
会
し
て
会
食

を
行
う
こ
と
で
、
購
買
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
確
立
し
、
今
後
の
子
牛
生
産
に
役

立
て
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催
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催
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。
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様
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世
界
情
勢
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影
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農
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、
購
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共
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ま
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。
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催
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携
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ら
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Ａ
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。
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。
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れ
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育
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し
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。
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鉢
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Ｍ
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れ
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。
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仕
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高
菜
の
収
穫
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

と
、
加
工
所
の
漬
け
込
み
作
業
も
連

日
フ
ル
稼
働
で
す
。

　
年
間
計
画
の
生
産
量
一
、
三
四
七

ト
ン
の
内
、
約
五
〇
〇
ト
ン
が
集
中

す
る
こ
の
時
期
、
本
山
高
菜
加
工
施

設
に
は
、
こ
の
日
も
生
産
者
の
方
々

が
収
穫
し
た
高
菜
を
次
々
と
運
び
込

ん
で
い
ま
し
た
。

　
受
け
入
れ
ら
れ
た
高
菜
は
半
年
ほ

ど
漬
け
込
ま
れ
、
福
岡
や
長
崎
の
漬

物
会
社
へ
販
売
さ
れ
ま
す
。

　
一
月
二
十
三
日
午
後
、
長
崎
地
方

気
象
台
は
二
十
四
日
か
ら
二
十
五
日

ま
で
に
二
〇
セ
ン
チ
の
積
雪
が
予
想

さ
れ
る
と
い
う
暴
風
雪
と
大
雪
に
関

す
る
気
象
情
報
を
発
表
。

　
積
雪
は
予
想
を
下
回
っ
た
も
の
の
、

最
低
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
三
度
ま
で
下

が
り
、
収
穫
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い

た
高
菜
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。

　
雪
と
氷
点
下
の
気
温
に
さ
ら
さ
れ

た
高
菜
は
、
凍
結
に
よ
り
細
胞
組
織

が
破
壊
さ
れ
、
根
元
の
芯
が
腐
る
な

ど
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
生
産
者
は
「
昨
年
秋
の
少
雨
や
十

二
月
の
雪
に
加
え
今
回
の
寒
波
で
減

収
は
避
け
ら
れ
な
い
」
と
悔
し
さ
を

に
じ
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
「
寒
波
の
影
響
で
出
荷

規
格
に
合
わ
な
い
高
菜
が
増
え
る
事

が
心
配
で
す
。
被
害
の
状
態
が
今
後

ど
れ
だ
け
回
復
す
る
か
で
収
量
も
変

わ
っ
て
く
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
本
山
高
菜
加
工
施
設
で
は
、
従
業

員
二
〇
名
ほ
ど
が
三
つ
の
班
に
分
か

れ
て
作
業
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
漬

け
込
み
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
手
作

業
。

　
建
物
内
に
は
一
本
に
約
一
二
ト
ン

か
ら
一
七
ト
ン
も
の
高
菜
を
漬
け
込

む
こ
と
が
で
き
る
タ
ン
ク
一
四
〇
本

が
並
び
ま
す
。

　
一
つ
の
タ
ン
ク
は
縦
横
二
メ
ー
ト

ル
、
深
さ
二
・
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。

タ
ン
ク
の
上
か
ら
投
げ
落
と
さ
れ
る

高
菜
を
中
の
作
業
員
二
人
が
隙
間
な

く
敷
き
詰
め
、
一
段
並
べ
終
わ
る
ご

と
に
生
高
菜
の
重
量
に
対
し
一
六
〜

一
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
漬
け
塩
に
ウ
コ

ン
を
混
ぜ
た
『
配
合
塩
』
を
全
体
に

ま
ぶ
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
工
程
を

タ
ン
ク
が
一
杯
に
な
る
ま
で
続
け
ま

す
が
、
相
当
の
体
力
を
要
し
ま
す
か

ら
交
代
し
な
が
ら
作
業
し
て
い
ま
す
。

　「
年
齢
と
と
も
に
き
つ
く
な
っ
て

き
た
け
ど
皆
で
す
る
仕
事
だ
か
ら
頑

張
れ
る
」
と
話
す
作
業
員
の
方
々
。

施
設
に
は
お
互
い
を
励
ま
す
大
き
な

掛
け
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　
高
菜
の
収
穫
と
漬
け
込
み
作
業
は

三
月
下
旬
ま
で
続
き
ま
す
。
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る
ご

と
に
生
高
菜
の
重
量
に
対
し
一
六
〜

一
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
漬
け
塩
に
ウ
コ

ン
を
混
ぜ
た
『
配
合
塩
』
を
全
体
に

ま
ぶ
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
工
程
を

タ
ン
ク
が
一
杯
に
な
る
ま
で
続
け
ま

す
が
、
相
当
の
体
力
を
要
し
ま
す
か

ら
交
代
し
な
が
ら
作
業
し
て
い
ま
す
。

　「
年
齢
と
と
も
に
き
つ
く
な
っ
て

き
た
け
ど
皆
で
す
る
仕
事
だ
か
ら
頑

張
れ
る
」
と
話
す
作
業
員
の
方
々
。

施
設
に
は
お
互
い
を
励
ま
す
大
き
な

掛
け
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　
高
菜
の
収
穫
と
漬
け
込
み
作
業
は

三
月
下
旬
ま
で
続
き
ま
す
。
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か
ん
こ
ろ
餅
作
り

Ｊ
Ａ
女
性
部 

ラ
ラ
コ
ー
プ
と
共
同

　
一
月
十
四
日
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
女
性
部

は
、
生
活
協
同
組
合
ラ
ラ
コ
ー
プ
と
共

同
し
て
か
ん
こ
ろ
餅
作
り
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
ラ
ラ
コ
ー
プ
が
募
集

し
た
十
五
組
の
保
護
者
と
子
供
た
ち
。

　
せ
い
ろ
で
蒸
し
あ
げ
た
か
ん
こ
ろ
と

白
餅
を
餅
つ
き
機
に
入
れ
て
ス
イ
ッ
チ

オ
ン
。

　
間
も
な
く
つ
き
あ
が
っ
た
餅
が
ヌ
ル

ヌ
ル
と
出
て
く
る
光
景
に
子
供
た
ち
は

興
味
津
々
。

　
つ
き
た
て
の
温
か
い
内
に
皆
で
丸
め

形
を
整
え
る
と
美
味
し
い
か
ん
こ
ろ
餅

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　「
初
め
て
作
っ
た
け
ど
、
と
て
も
面

白
か
っ
た
。
家
で
も
や
っ
て
み
た
い
」

と
子
供
た
ち
も
大
喜
び
。

　
保
護
者
の
方
も
「
こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
慣
習
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
大

切
さ
を
感
じ
ま
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
か
ん
こ
ろ
餅
作
り
と
い
え
ば
、
五
島

の
師
走
の
風
物
詩
。

　
昔
は
大
晦
日
が
近
づ
く
と
多
く
の
家

庭
で
見
ら
れ
た
光
景
で
す
。
隠
し
味
も

さ
ま
ざ
ま
で
、
水
飴
や
ゴ
マ
、
シ
ョ
ウ

ガ
な
ど
で
独
特
の
風
味
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

西部支部（12月21日)

富江支部（12月26日)

三井楽支部（12月27日)

それぞれの感性で配置して植え付けていきます｡
できあがったかんころ餅はきれいに包装されて見た目も衛生的

　
一
つ
の
器
に
い
ろ
い
ろ
な
植
物
を
植
え

込
ん
で
い
く
寄
せ
植
え
。
限
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
で
様
々
な
植
物
が
楽
し
め
る
と

あ
っ
て
人
気
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
女
性
部
で
は
、
正
月
を
彩

る
寄
せ
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
パ
ン
ジ
ー
や
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ハ
ボ
タ
ン

な
ど
六
種
類
の
花
を
直
径
四
〇
㌢
程
の
鉢

に
そ
れ
ぞ
れ
が
思
う
よ
う
に
配
置
し
て
植

え
付
け
て
い
き
ま
す
。

　
出
来
上
が
っ
た
寄
せ
植
え
を
前
に
お
互

い
の
セ
ン
ス
を
称
え
あ
う
会
員
の
方
々
。

　「
お
正
月
の
玄
関
が
華
や
か
に
な
っ
て

い
い
か
も
ね
」
と
に
っ
こ
り
。
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他のローン金利については、ＪＡネットローンのページよりご確認ください。
※審査結果については、後日ＪＡよりメール等で回答いたします。なお、応諾の場合、三菱 UFJ ニコス保証商品での
　正式申込み、および契約手続きが必要となります。詳しくは、ＪＡ窓口でお気軽にお問合せ、ご相談ください。

（三菱ＵＦＪニコス保証型）

代表的なローンの金利
マイカーローン １.９０％　 教育ローン　２.６０％

スマホ・パソコンから
申込が簡単に出来ます。
来店不要で結果を確認！

https://ja-netloan.jp/

１月吉日
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編 集
後 記

　年明け早々体調を崩しております。保育園でもらい、子供がまず罹患するのですが、も
れなく私も罹患します。看病するので危険性が高いとはいえ、２人の子供に２週間おきに
別々の病気をもらってしまい落ち込んでいます。免疫力アップによいものがあれば、何で
も試しますので是非教えて頂きたいと思います。                                       （長瀧　俊一）

【本店】

【上五島支店】

〒853-0041　長崎県五島市籠淵町2450
TEL 0959（72）8211　FAX 0959（74）5266

〒857-4404　長崎県南松浦郡新上五島町青方郷355-7
TEL 0959（52）2417　FAX 0959（43）1955

事前相談受け付けております。 住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～19時（4月～9月）
　　　　　9時～18時30分（10月～3月）
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日限定バイキング　11時～15時
　料金　大人：1,200円　子ども：650円（小学生以下）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

JA ごとう岐宿給油所閉店のご案内について

お客様　各位

ＪＡごとう岐宿給油所は施設の老朽化等、諸般の事情により

令和５年３月１０日をもって閉店させて頂きます。

永年のご愛顧、誠にありがとうございました。

給油所は閉店となりますが、閉店後の対応は西部給油所に

て行いますので、今後ともＪＡ事業への変わらぬご愛顧をよろ

しくお願いします。

西部給油所     五島市岐宿町中嶽1948-1     TEL  83-1756

子牛初せり

飼料価格高騰の影響色濃く

高菜収穫ピーク
加工所もフル稼働

～お詫びと訂正～
広報誌 1 月号の記事に誤りがありました。お詫びして訂正致します。
9 ページ高菜目揃え会の記事 13 行目　（誤）約 44 ㌃　（正）約 44 ㌶

令
和
四
年
度 

第
十
回
理
事
会

令
和
五
年
一
月
二
十
七
日
㈮
開
催

議
案
事
項

1 次
第

報
告
事
項

2 議
案
№
１
　
取
引
の
リ
ス
ク
評
価
書
定
例
改
正
に

つ
い
て
　
　  ※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
２
　
借
入
金
及
び
貸
付
金
の
審
査
に
つ
い

て 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
３
　
就
業
規
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
４
　
総
代
選
挙
要
領
（
案
）
に
つ
い
て

 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
５
　
役
員
選
任
要
領
（
案
）
に
つ
い
て

 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
６
　
県
有
財
産
一
般
競
争
入
札
に
係
る
入

札
書
の
提
出
に
つ
い
て

 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
事
項
　
そ
の
他

報
告
№
１
　
令
和
四
年
度
第
３
四
半
期
子
会
社
の

営
業
実
績
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
①（
株
）Ｊ
Ａ
ご
と
う
葬
祭

　
　
　
　
　
②（
株
）Ｊ
Ａ
ご
と
う
食
肉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
③（
株
）Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
ご
と
う

報
告
№
２
　
主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に
つ
い
て

報
告
№
３
　
主
要
事
業
十
二
月
末
計
画
と
実
績
に

つ
い
て

報
告
№
４
　
産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
十
二

月
末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
５
　
令
和
四
年
十
二
月
末
食
肉
販
売
実
績

に
つ
い
て

報
告
№
６
　
令
和
四
年
十
二
月
〜
一
月
期
県
内
家

畜
市
場
市
況
に
つ
い
て

報
告
№
７
　
令
和
四
年
度
第
３
四
半
期
内
部
監
査

の
実
施
状
況
に
つ
い
て

報
告
事
項
　
そ
の
他

12


